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住
所
変
更
届
の
お
願
い

　
住
所
が
変
わ
っ
た
方
、
こ

れ
か
ら
変
わ
る
方
は
、
校
友

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の

変
更
も
可
能
で
す
。
※
「
専

修
大
学
校
友
会
　
届
出
変

更
」
で
検
索

〈
石
巻
支
部
総
会
〉

▽
２
月
10
日
（
水
）
18
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
石
巻
駅
か
ら
徒

歩
10
分
「
割
烹
石
も
り
」
旴

尾
崎
由
明
氏
☎
０
２
２
５
・

22
・
５
０
１
９
（
石
巻
専
修

大
学
内
）

〈
北
海
道
連
合
校
友
会
旭
川

支
部
総
会
〉

▽
２
月
13
日
（
土
）
18
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
旭
川
駅
か
ら
徒
歩
15

分
「
旭
川
ト
ー
ヨ
ー
ホ
テ

ル
」
旴
阿
部
尚
夫
氏
☎
０
１

６
６
・
54
・
１
０
４
３

〈
北
海
道
連
合
校
友
会
室
蘭

支
部
総
会
〉

▽
２
月
19
日
（
金
）
18
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
東
室
蘭
駅
か
ら

徒
歩
10
分
「
中
嶋
神
社
蓬
峽

殿
」
旴
三
谷
洋
一
氏
☎
０
１

４
３
・
22
・
０
１
５
０
（
社

会
福
祉
法
人
母
恋
内
）

〈
横
須
賀
支
部
総
会
〉

▽
２
月
26
日
（
金
）
18
時
〜

▽
京
浜
急
行
汐
入
駅
か
ら
徒

歩
８
分
「
よ
こ
す
か
平
安

閣
」
旴
髙
嶌
隆
一
氏
☎
０
９

０
・
４
０
０
０
・
０
１
５
５

〈
愛
知
支
部
総
会
・
新
年
会
〉

▽
２
月
27
日
（
土
）
18
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅
か
ら
徒
歩

10
分
「
若
の
台
所
〜
こ
だ
わ

り
野
菜
〜
名
駅
店
」
旴
木
村

隆
夫
氏
☎
０
９
０
・
４
４
６

９
・
２
５
３
５

〈
三
三
会
総
会
〉

▽
３
月
６
日
（
日
）
18
時
〜

▽
箱
根
登
山
鉄
道
箱
根
湯
本

駅
か
ら
徒
歩
７
分
「
吉
池
」

旴
今
福
義
幸
氏
☎
03
・
３
２

６
９
・
１
４
３
５

〈
桐
生
専
大
会
総
会
交
流

会
〉

▽
３
月
19
日
（
土
）
17
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
か
ら
車

７
分
「
桐
生
プ
リ
オ
パ
レ

ス
」
旴
橋
場
文
俊
氏
☎
０
９

０
・
８
８
０
１
・
３
７
７
６

〈
神
長
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
支
部
定

時
総
会
・
卒
業
祝
賀
会
〉

▽
３
月
22
日
（
火
）
18
時
30

分
〜
▽
東
京
メ
ト
ロ
神
保
町

駅
か
ら
徒
歩
１
分
「
エ
ス
ペ

リ
ア
」
旴
錦
織
満
冶
氏
☎
０

８
０
・
１
２
２
４
・
８
１
７

０　
年
会
費
納
入
の
お
願
い

　
２
０
１
６
年
度
の
校
友
会

年
会
費
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
振
込
用
紙
の
必
要
な
方

は
校
友
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
年
会
費
納
入

者
に
は
「
ニ
ュ
ー
ス
専
修
」

と
校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

 

新
校
友
歓
迎
祝
賀
会 

３
／
22
開
催

　
卒
業
式
終
了
後
、
校
友
会
主
催
の
新
校
友
歓
迎
祝
賀
会

を
開
催
し
ま
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
日
時
‥
３
月
22
日
（
火
）
13
時
30
分
（
卒
業
式
の
終
了

時
間
に
よ
っ
て
、
若
干
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）

▽
会
場
‥
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
階
広
場
（
雨
天
時
は
地
下

１
階
学
生
ホ
ー
ル
）

　2012年にカメルーンで、子どもたち

の運動会が開かれました。運動会は、

当地で初の試みです。入場行進、綱引

き、組み体操、そしてなんとソーラン

節と子どもたちは大活躍しました。

　この運動会

を企画した山

本文子さんは大学卒業後、小学校で教
きょう

鞭
べん

をとっていましたが、退職後のある

日、発展途上国の役に立とうと考えま

した。そしてＪＩＣＡのシニアボラン

ティア制度に応募し、カメルーンに派

遣されることになったのですが、出発

までにフランス語３級を取得しなけれ

ばなりません。大学で初級の授業を受

けただけの山本さんは、週２時間の個

人指導を受け、フランス語を磨き、み

ごと合格しました。

　フランス語３級というのは、専修大

学の場合でも２年次生終了程度で取得

できる資格です。がんばる学生は２年

次生の６月に合格します。

　大学で第二外国語を学ぶことは、た

だの「教養」と思われがちですが、実

際の役に立ちます。特に21世紀に入っ

てコンピューターの機能が充実し、自

動変換で選ぶだけで正確な入力が可能

になると、初

級修了程度の

知識でも、ビジネスレターが書けます。

　ＣＡＬＬ（Computer Assisted LL）

なのは、教室だけではありません。私

たちは今、コンピューターや人工知能

と暮らしています。私たちが、山本さ

んのようにやる気を出し、目的をもて

ば、週２回の外国語の授業は役に立

ち、スキルアップ、キャリアアップに

つながります。あなたの知らない身近

な世界へ、一歩踏み出しましょう。

※短縮版。全文はＣＡＬＬ教室ホーム

ページで。
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樋口　淳 文学部教授

カメルーンで運動会

▼　組み体操の様子

　　（山本文子氏撮影）

　
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
経

済
同
友
会
が
主
催
す
る
課
題

解
決
型
研
究
コ
ン
ペ
「
第
12

回
神
奈
川
産
学
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
結
果
が
発

表
さ
れ
、
経
営
学
部
・
間
嶋

崇
ゼ
ミ
の
斉
藤
チ
ー
ム
が
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
、
８
チ
ー

ム
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

　
斉
藤
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

は
斉
藤
真
由
さ
ん
、
石
橋
ち

あ
き
さ
ん
、
浮
谷
康
介
さ

ん
、
後し

い

嵩た
け

西に
し

倭
や
ま
と

さ
ん
の
３
年

次
生
４
人
。
４
人
は
横
浜
銀

行
か
ら
提
示
さ
れ
た
テ
ー
マ

「
女
性
向
け
の
新
た
な
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
の
開
発
」

に
、
朝
活
（
始
業
前
の
朝
に

勉
強
や
趣
味
な
ど
の
活
動
を

行
う
こ
と
）
に
着
目
し
た

「
横
浜
銀
行
×
朝
活
」
を
提

案
し
、
論
理
性
や
具
体
性
が

評
価
さ
れ
た

左
に
斉
藤
さ

ん
の
話
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
神
奈
川

県
内
の
企
業
が
抱
え
る
経
営

課
題
に
、
学
生
が
解
決
策
を

提
案
す
る
産
学
連
携
の
コ
ン

ペ
で
、
今
回
は
27
企
業
か
ら

31
テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
、
県

内
の
20
大
学
２
５
６
チ
ー
ム

が
応
募
。
専
大
か
ら
は
最
多

と
な
る
52
チ
ー
ム
が
応
募
し

た
。

　
テ
ー
マ
別
に
選
考
が
行
わ

れ
、
15
チ
ー
ム
が
最
優
秀

賞
、
42
チ
ー
ム
が
優
秀
賞
に

選
ば
れ
、
表
彰
式
（
12
月
15

日
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
）
で

賞
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　
専
大
で
優
秀
賞
に
選
ば
れ

た
の
は
次
の
８
チ
ー
ム
（
敬

称
略
。
全
員
３
年
次
生
）
。

▽
経
営
・
森
本
祥
一
ゼ
ミ

・
船
井
憲
文
／
森
保
未
果
／

小
林
祐
雅
／
山
田
拓
哉

・
藤
川
和
紀
／
武
藤
夏
未
／

貴
田
あ
り
さ
／
金
成
拓
也

▽
経
営
・
間
嶋
崇
ゼ
ミ

・
沓
澤
駿
介
／
山
崎
大
毅
／

木
内
智
加

・
霜
垣
太
志
／
樋
口
浩
平
／

藤
田
み
か
さ
／
森
口
夏
樹

▽
経
営
・
矢
澤
清
明
ゼ
ミ

・
平
塚
一
成
／
宮
園
千
尋
／

安
重
智
美

・
上
原
一
樹
／
宇
佐
美
曉
／

中
川
翼
／
田
中
美
稀

▽
商
・
櫻
井
康
弘
ゼ
ミ

・
魏
詩
丹
／
柳
川
俊
貴
／
王

云
清
／
藤
之
木
麻
衣

・
野
崎
麻
友
／
佐
藤
圭
奈
子

／
目
黒
夏
子
／
佐
々
木
慶
将

　「
金
融
」や「
自
分
磨
き
」な

ど
、働
く
女
性
を
応
援
す
る

朝
活
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

新
規
口
座
開
設
に
つ
な
げ
る

ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
ま
し

た
。
調
査
・
研
究
の
過
程

で
、
銀
行
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
女
性
の
現
状
に
つ
い

て
も
知
る
こ
と
が
で
き
、
今

後
の
自
分
に
役
立
つ
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
自
由
で
斬
新
な
ア
イ
デ
ア

を
考
え
つ
つ
、
受
講
者
に
口

座
開
設
を
促
す
仕
組
み
づ
く

り
や
費
用
対
効
果
の
検
証
な

ど
、
現
実
的
な
面
も
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
難

し
か
っ
た
で
す
。
４
カ
月
の

活
動
を
通
し
て
、
グ
ル
ー
プ

活
動
で
は
役
割
分
担
を
明
確

に
し
、
適
材
適
所
で
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ

と
を
、
身
を
も
っ
て
体
験
し

ま
し
た
。
全
員
で
ひ
と
つ
の

成
果
物
を
作
り
上
げ
、
そ
れ

が
最
優
秀
賞
と
い
う
評
価
を

受
け
た
こ
と
は
、
各
自
に
と

っ
て
大
き
な
自
信
に
つ
な
が

っ
た
と
思
い
ま
す
。

斉藤チームが最優秀賞経　　営
間嶋ゼミ

　神奈川産学チャレンジプログラム　

◀

▲
　
表
彰
状
を
手
に
後
嵩
西
さ

ん
、
石
橋
さ
ん
、
斉
藤
さ

ん
、
浮
谷
さ
ん（
左
か
ら
）

女
性
の
「
朝
活
」
を
提
案

　
浪
曲
師
の
木
村
勝
千
代
さ

ん
（
平
２
文
）
が
、
作
家
の

上
野
歩
さ
ん
（
昭
63
文
）
の

青
春
小
説
『
削
り
屋
』
を
浪

曲
に
し
て
独
演
会
を
開
く
。

11
月
に
も
同
作
品
で
ジ
ョ
イ

ン
ト
を
催
し
た
が
、
今
回
は

続
編
を
演
じ
る
。
二
人
は
在

学
中
、
文
学
研
究
会
に
所
属

し
て
い
た
。

　
▽
日
時

２
月

28
日

（
日
）
13
時
開
演
▽
会
場

浪
曲
道
楽
亭
（
東
京
メ
ト
ロ

丸
ノ
内
線
、
都
営
新
宿
線
な

ど
新
宿
三
丁
目
駅
か
ら
徒

歩
）
▽
木
戸
銭

２
０
０
０

円
。
予
約
は
☎
03
・
６
４
５

７
・
８
３
６
６
道
楽
亭
へ
。

木
村
勝
千
代
さ
ん
独
演
会

上
野
歩
さ
ん
の
小
説
を
浪
曲
に

　
専
大
在
学
中
の
10
年
前
か

ら
ラ
グ
ビ
ー
を
撮
り
続
け
て

い
る
松
本
か
お
り
さ
ん
（
平

22
文
）
の
初
の
写
真
展
が
、

東
京
都
杉
並
区
高
円
寺
の

「
写
真
Ｂ
Ａ
Ｒ
　
白
＆
黒
」

で
１
月
に
開
か
れ
、
多
く
の

人
が
訪
れ
た
。

　
展
示
さ
れ
た
の
は
２
０
１

４
年
ご
ろ
か
ら
の
作
品
20

点
。
高
校
、
大
学
、
社
会
人

大
会
や
、
日
本
代
表
が
快
進

撃
し
た
15
年
の
ラ
グ
ビ
ー
・

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
英
国
）で

の
選
手
、監
督
・
コ
ー
チ
の
豊

か
な
表
情
を
と
ら
え
た
。
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
選
手
の
入

場
を
先
導
す
る
子
ど
も
ら
の

誇
ら
し
げ
な
顔
、
１
９
６
０

年
代
に
活
躍
し
た
日
本
代
表

の
名
選
手
・
小
笠
原
博
さ
ん

の
笑
顔
も
並
ぶ
。

　
松
本
さ
ん
の
ラ
グ
ビ
ー
と

の
関
わ
り
は
、
専
大
在
学
中

に
専
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集
部
で

ラ
グ
ビ
ー
部
を
担
当
し
た
こ

と
か
ら
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
訪

ね
、
夏
の
菅
平
合
宿
に
も
同

行
し
た
。
卒
業
後
は
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
『
ラ

グ
ビ
ー
マ
ガ
ジ
ン
』
編
集
部

の
仕
事
を
中
心
に
、
カ
メ
ラ

で
ラ
グ
ビ
ー
を
追
い
続
け
て

い
る
。「
専
大
ラ
グ
ビ
ー
部

と
の
出
会
い
が
私
の
原
点
。

選
手
た
ち
の
活
躍
や
勝
敗
を

い
つ
も
気
に
し
て
い
ま
す
」

と
松
本
さ
ん
。
今
回
の
展
示

の
中
に
は
、
昨
年
新
し
く
な

っ
た
伊
勢
原
の
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
写
真
も
あ
る
。

　
専
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集
部
の

編
集
長
の
ほ
か
、
文
学
部
・

川
上
隆
志
ゼ
ミ
で
は
「
Ｓ
Ｈ

Ｏ
Ｗ
」
第
３
号
編
集
長
も
務

め
た（
７
面
に
関
連
記
事
）。

会
期
中
、
専
大
ラ
グ
ビ
ー
部

の
村
田
亙
監
督
や
松
本
さ
ん

の
後
輩
が
訪
れ
た
。

ラグビー追って10年

▲　選手の表情を追った「ぜんぶ、ラグビー」写真展

▲　グラウンドで

撮影に向かう

松本さん

初の写真展

ＯＧ・松本さん

フランス語

募金局からのお願い

　専修大学は、2019年に創立140
年を迎えます。また、石巻専修大

学も、18年に創立30年を迎えま
す。学校法人専修大学では、さら

なる飛躍と発展を期すため「専修

大学創立140年・石巻専修大学創
立30年記念事業募金」（募集期間
５年間）を設けて、広く募集を行

っております。

　皆様方の温かいご支援、ご協力

を賜りますようよろしくお願い申

し上げます。

　寄付金のお申し込み、お問い合

わせは「専修大学募金局」（☎03
・3265・3157）へお願い申し上げ
ます。


